
水準測量用データーコレクタＬＣ－２０００（Ｖｅｒ １．２） 
 
 
１．入出力制限の変更を可能にしました。 
・点検の比高差 

   視準線（点検調整） コンペンセータ 
 一等、二等 ≦０．３ｍｍ  ≦０．２ｍｍ 
 １，２級 ≦０．３ｍｍ  ≦０．３ｍｍ 
 ３，４級 ≦３ｍｍ  ≦３ｍｍ 
 
 ＬＣ－２０００画面 

   
 
 
・視準距離、標尺の読み、２読定差リミット 

   視準距離 標尺下  標尺上    ２読定差 
 一等、１級 ≦５０ｍ ＞０．２ｍ ≦３ｍ    ＜０～９．９ｍｍ 
                   ＞３．２ｍ ≦６ｍ 
 (ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚﾍﾞﾙ) 

NA3003 ≦４０ｍ ＞０．２ｍ ≦３ｍ 
DiNi12 ≦４０ｍ ＞０．３５ｍ ≦２．８５ｍ 

 二等、２級 ≦６０ｍ なし  なし    ＜１０ｍｍ 
 (ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚﾍﾞﾙ) ≦５０ｍ なし  なし    ＜ １ｍｍ 
 ３，４級 ≦７０ｍ なし  なし 
 
一等、1 級の『観測』で測器がＮＡ３００３の場合、標尺の見える範囲が視野の７０％

以下のときブザーで警告します。 

 

・往復較差 
   往復較差 
 一等、１級 ≦ ２．５ｍｍ√Ｓ 
 二等、２級 ≦ ５ｍｍ√Ｓ 
 ３級  ≦１０ｍｍ√Ｓ 
 ４級  ≦２０ｍｍ√Ｓ 
 
 
 



 ＬＣ－２０００画面 
 

   
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．手簿のページナンバーに観測者名の２文字を追加しました。 
  初期設定での観測者名入力に続き、追加入力出来るようにしました。 
   
 例 観測者 Ｍ．ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ －＞ ＭＫ  
   
手簿の出力 ＰＡＧＥ＝ＭＫ  ２２ 

 
 
 
   

 
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 ３．コンピュータ出力に日付単位出力を追加 
「データ出力」「コンピュータ出力」で「全出力」の他に「日付単位出力」を追加し、過去の

データを残したときにも、その日のデータのみを出力することが出来るようになりました。

過去のデータが重複することが無くなり、手簿の整理が容易になります。 
 
 


